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本
年
六
月
四
日(

月)

よ
り
、
月
に
二
回
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
日
中
活

動
）
と
し
て
、
新
し
く
心
理
臨
床
動
作
法
教
室
が
始
ま
り
ま
し
た
。

動
作
訓
練
（
療
法
）
は
、
九
州
大
学
の
成
瀬
悟
策
氏
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
脳
性
ま
ひ
に
対
す
る
心
理
学
的
な
訓
練
方
法
で
す
。

異
常
な
筋
緊
張
を
弛
緩
さ
せ
な
が
ら
、
動
作
を
学
習
し
て
い
く
方
法

で
、
弛
緩
動
作
訓
練
、
単
位
動
作
訓
練
、
基
本
動
作
訓
練
、
目
的
動
作

訓
練
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
指
導
し
て
頂
い
て
い
る
山
田
正
三
先
生
は
、
熊
本
大
学
卒
業
後
、

昭
和
六
十
一
年
、
臨
床
動
作
法
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
な
ら
れ
、
熊

本
再
春
荘
病
院
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
一
人
一
人
と
の
対
話
を
交
わ
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い

く
、
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
に
よ
っ
て
、
余
分
な
緊
張
が
緩
み
、
姿
勢

が
正
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

( 写真上・愛隣倶楽部於 )

心
理
臨
床
動
作
法
教
室
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内閣府障害者政策委員会のメンバーと
左から 新谷氏・氏田氏・三浦・藤井氏・勝俣氏

館
長

 
 

 
 

 
                   

三
浦

貴
子

二
十
五
年
前
の
開
設
時
か
ら
続
け
て
い
る
、
さ
さ
や
か
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
愛
隣
館
の
十
二
月

が
始
ま
り
ま
す
。

西
欧
の
国
々
で
、
冬
の
寒
い
夜
、
道
行
く
人
々
の
心
を
温

め

よ

う

と

各

家
々
が
庭
や
窓

辺
に
趣
向
を
凝

ら
す
、
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
と
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
。
人
々
の
気
持

ち
が
伝
わ
る
灯

り
が
本
当
に
嬉

し
く
て
、
温
め
ら

れ
た
一
人
旅
の

記
憶
に
よ
り
始

め
ま
し
た
。

通
り
す
が
り

の
人
々
を
は
じ

め
、
地
域
の
方
々
、
利
用
者
の
方
々
と
ス
タ
ッ
フ
共
に
、
光

の
下
に
い
た
わ
り
合
い
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
を
喜
び
た

い
気
持
ち
で
す
。
漆
黒
の
里
の
地
の
利
で
、
わ
ず
か
な
光
の

映
え
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
ま
す
の
で
。

ア
メ
リ
カ
九
・
一
一
の
年
、
愛
隣
館
の
二
十
四
日
イ
ヴ
の

パ
ー
テ
ィ
（
ど
な
た
で
も
お
越
し
下
さ
い
）
で
は
、
利
用
者

の
松
島
さ
ん
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
作

ら
れ
た
自
由
の
女
神
が
大
粒
の
光
の
涙
を
流
し
ま
し
た
。昨

年
は
、
東
北
三
・
一
一
へ
の
祈
り
を
込
め
、
「
ユ
ー
レ
イ
ズ

ミ
ー
ア
ッ
プ
（
あ
な
た
に
励
ま
さ
れ
て
）
」
と
い
う
曲
を
皆

で
歌
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
ま
さ
に
十
二
月
十
七
日
障
害
者
政
策
委
員
会
の

意
見
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
全
力
疾
走
の
渦
中
に
あ
り
、何

と
か
体
調
を
保
持
し
て
、
や
る
べ
き
務
め
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
直
面
す
る
課
題
に
必
死
で
す
が
、
ク
リ
ス
マ

ス
も
大
晦
日
も
、
皆
に
均
等
に
訪
れ
ま
す
の
で
内
心
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
広
報
チ
ー
ム
「
キ
ャ
リ
ー
ピ
ジ
ョ
ン
」
の
活
躍
、

天
聴
の
酒
蔵
に
て
の
「
さ
ん
ぽ
美
術
展
」
の
開
催
等
、
利
用

者
の
主
体
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、
愛
隣
館
全
体

が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
自
発
的
な
取
り
組
み
と
、
山
鹿
・
植

木
消
防
本
部
の
多
大
な
協
力
に
よ
り
、「
救
急
救
命
講
習
」

の
法
人
全
体
で
の
実
施
、
さ
ら
に
「
山
鹿
市
障
害
者
を
地
域

で
支
え
る
体
制
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
」
の
過
程
を
通
し
て
、

数
々
の
新
し
い
出
会
い
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
が
深
め
ら
れ

た
あ
り
が
た
い
一
年
で
し
た
。

至
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
忘
れ
ず
に
来
る
年
へ
望
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア

松
永

清
孝 

 

十
一
月
二
十
日
（
火
）
～
二
十
五
日
（
日
）
ま
で
熊
本
県

立
美
術
館
分
館
に
て
『
県
内
の
障
が
い
者
芸
術
展
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
愛
隣
館
の
入
居
者
、
デ
イ
ケ
ア
、
愛
隣
倶
楽

部
、
ぴ
あ
ぴ
あ
の
利
用
者
あ
わ
せ
て
合
計
四
十
二
点
の
出
展

で
し
た
。

見
学
に
行
か
れ
た
デ
イ
ケ
ア
の
視
覚
障
害
者
の
利
用
者

か
ら
は
、
「
触
っ
た
感
覚
で
は
、
皆
さ
ん
年
々
上
手
に
な
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ね
。
私
達
の
作
品
を
観
覧
し
て
感
動
さ
れ

て
い
る
一
般
の
お
客
様
に
感
激
し
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
心
に

残
っ
た
作
品
と
し
て

デ
イ
ケ
ア
利
用
の
有

働
末
義
様
の
陶
芸
作

品
が
選
ば
れ
、
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

感
動
的
な
作
品
が

多
く
、
今
後
も
利
用

者
の
創
ら
れ
る
作
品

に
少
し
で
も
お
手
伝

い
で
き
た
ら
と
思
い

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
、
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

住
民
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
、
安
定
し

暮
ら
し
を
維
持
す
る
体
制
を
構
築
・
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

『
二
十
四
時
間
安
心
コ
ー
ル
』
『
夜
間
看
護
オ
ン
コ

ー
ル
』
『
緊
急
ス
テ
イ
』
対
応
の
た
め
に
、
夜
間
帯
や

十
二
月
を
迎
え
て

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

県
内
の
障
が
い
者
芸
術
展



愛隣館通信 あいめーる 平成 24 年（2012 年） 冬号

- 3 -

休
日
も
地
域
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
等
を
配
置
し
て
、
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
支
え
合
い
体
制
の
構
築
に
向
け
、
民
生
委
員

の
方
や
区
長
や
地
域
サ
ロ
ン
支
援
者
等
を
対
象
に
、
研

修
会
や
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
市
民
自
ら
行
動
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
、

私
達
が
作
成
し
た
山
鹿
市
防
災
マ
ッ
プ
掲
載
の
避
難

場
所
を
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
・
ご
高
齢
の
方
々
と
実

際
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
障
が

い
の
理
解
と
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
構
築
の
た
め
の
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
愛
隣
館
入
居
者
の
寺
田
タ
カ
子

さ
ん
で
す
。

平
成
元
年
の
入
居
前
か
ら
生
け
花
を
さ
れ
て
い
て
、月
に

二
～
三
回
ハ
ウ
ス

ヘ
ル
パ
ー
の
中
嶋

美
佐
子
さ
ん
が
花

材
を
取
り
寄
せ
、

池
ノ
坊
生
け
花
教

室
が
開
催
さ
れ
ま

す
。寺

田
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
「
生
け
花
を
し

て
い
る
時
が
私
に

と
っ
て
一
番
安
ら

ぐ
時
間
で
す
」
と

笑
顔
で
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

生
け
た
花
は
、
玄
関
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
け
花
は
、
水
が
温
く
な
る
と
花
が
長
持
ち
し
な
い
の
で
、

氷
を
花
器
に
入
れ
る
工
夫
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

気
が
付
け
ば
玄
関
に
季
節
の
花
々
が
飾
ら
れ
、
来
賓
の

方
々
や
入
居
者
、
職
員
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
愛
隣
館
に
、
ひ
と
時
の
癒
し
を
お
願
い
し
ま

す
。十

一
月
五
日
（
月
）
～
六
日
（
火
）
の
両
日
、
デ
イ
ケ
ア

恒
例
の
一
泊
旅
行
が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
三
十
一
名
（
利

用
者
・
職
員
・
講
師
）
の
参
加
者
で
し
た
。

大
型
観
光
バ
ス
で
下
関
を
目
指
し
、
一
路
九
州
自
動
車
道

を
北
上
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
日
目
は

大
正
ロ
マ
ン
漂
う

門
司
港
レ
ト
ロ
・
三

井
倶
楽
部
で
の
昼

食
（
ふ
ぐ
雑
炊
）
の

後
、
そ
の
周
辺
を
散

策
し
、
午
後
四
時
前

に
下
関
市
内
の
ホ

テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
。
入
浴
後
の
宴

会
で
は
、
ふ
ぐ
尽
く

し
の
お
料
理
や
、
カ

ラ
オ
ケ
で
お
お
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
十
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
下
関
の
唐
戸
市

場
へ
。
見
学
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
後
、
市
場
二
階
の
食
堂
に

て
豪
華
な
お
寿
司
の
昼
食
を
堪
能
し
て
、
二
日
間
の
行
程
を

終
え
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

ケ
ア
課

前
田

真
二

残
暑
が
残
る
九
月
十
八
日
（
火
）
～
十
九
日
（
水
）
で
福

岡
へ
野
球
観
戦
を
メ
イ
ン
に
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
利
用
者
の
中
に
今
回
初
め
て
旅
行
に
行
か

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
数
ヶ
月
前
か
ら
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
て
、
私
と
二
人
で
旅
行
の
計
画
を
立
て
た
事
を

思
い
出
し
ま
す
。

今
回
の
旅
行
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ＶＳ
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
試
合
で
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
も
終
盤
戦
で
熱
戦
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
結
果
は
、

五
対
一
で
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
の
勝
利
で

し
た
が
、
お
一
人

だ
け
西
武
フ
ァ
ン

の
方
が
い
ら
し
た

の
で
一
人
寂
し
そ

う
な
顔
を
さ
れ
て

い
た
事
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

皆
さ
ん
一
泊
二
日

の
旅
行
を
満
喫
さ

れ
ま
し
た
。

デ
イ
ケ
ア
下
関
一
泊
旅
行

声

入
居
者
福
岡
一
泊
旅
行
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第
三
十
四
回
山
鹿
・
植
木
合
唱
祭 

 
 
 
 
 

 

ケ
ア
課 

田
代 

保
奈
美 

月
見
の
宴 

 
 
 

第
八
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
大
会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デ
イ
ケ
ア 

古
川 

貴
一 

十
月
六
日(

土)

、
山
鹿
市
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、
第
八
回
ふ
れ
あ
い

ピ
ッ
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

今
年
は
、
地
域
福
祉
部
が
初
参
加
し
去
年
よ
り
参
加
人
数
が
増
え
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

九
月
二
十
二
日(

土)

秋
分
の
日
に
、
熊
本
市
植
木
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
『
第

三
十
四
回
山
鹿
・
植
木
合
唱
祭
』
に
利
用
者
二
十
五
名
、
職
員
十
五
名
、
コ
ー
ル
エ

イ
ト
、
音
楽
サ
ー
ク
ル
山
鹿
の
皆
様
に
、
お
手
伝
い
頂
き
参
加
し
ま
し
た
。 

 

曲
目
は
『
花
』
『
と
も
だ
ち
讃
歌
』
『
わ
た
し
の
ほ
し
い
も
の
』
の
三
曲
で
す
。

毎
回
、
合
唱
祭
で
歌
う
三
曲
目
の
『
わ
た
し
の
ほ
し
い
も
の
』
は
、
愛
隣
館
に
入
所

さ
れ
て
い
る
山
口
さ
と
み
さ
ん
が
、
自
分
の
気
持
ち
を
綴
ら
れ
た
詞
で
、
言
葉
を
発

す
る
事
が
不
自
由
な
さ
と
み
さ
ん
が
、
お
母
様
と
一
文
字
一
文
字
確
認
し
な
が
ら
、 

こ
の
詞
を
作
ら
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
眠
っ
て
い
た
詞
で
し
た

が
、
十
数
年
後
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク

ス
さ
ん
に
曲
を
作
っ
て
頂
い
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
と
て
も
、
す
ば
ら

し
い
歌
に
な
り
、
私
た
ち
が
、
今
後

も
大
事
に
歌
い
続
け
た
い
一
曲
と

な
り
ま
し
た
。 

今
回
、
利
用
者
の
方
々
も
、
さ
と

み
さ
ん
の
歌
で
気
持
ち
を
ひ
と
つ

に
し
、
こ
の
歌
の
思
い
を
会
場
の
皆

様
に
届
く
様
大
き
な
声
で
歌
う
事

が
出
来
ま
し
た
。
歌
い
終
わ
っ
た
後

は
、
み
ん
な
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
と

て
も
い
い
表
情
で
し
た
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
協
力

頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

山
鹿
豊
前
街
道
「
さ
ん
ぽ
美
術
展
」 

十
月
二
十
六
日
（
金
）
～
二
十
八
日
（
日
）
、
山
鹿
湯
の
端
美
術
会
主
催

の
『
さ
ん
ぽ
美
術
展
』
が
旧
酒
蔵
「
天
聴
の
蔵
」
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
美
術
展
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
出

愛
っ
て
生
ま
れ
た
ア
ー
ト
」
と
し
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
社
会
参
加
と
啓

発
活
動
の
一
助
と
も
な
り
ま
し
た
。 

一
般
の
方
々
の
写
真
や
絵
画
に
ま
じ
り
、
愛
隣
館
の
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト 

デ
イ
利
用
者
の
Ｕ
さ
ん
は
「
数
十
年
ぶ

り
の
運
動
会
に
出
ら
れ
る
」
と
数
日
前
か

ら
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

競
技
の
方
で
は
、
パ
ン
食
い
競
争
に
参

加
さ
れ
、
ニ
コ
ニ
コ
で
大
き
く
口
を
開
け

上
手
に
パ
ン
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
玉
入
れ
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
に
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た

利
用
者
の
み
な
様
の
、
終
始
笑
顔
の
絶
え

な
い
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
大
会
に
な
り
ま

し
た
。 

教
室
参
加
者
の
方
の
個
性
溢

れ
る
作
品
や
入
居
者
の
写

真
、
愛
隣
館
デ
イ
ケ
ア
陶
芸

教
室
の
く
ま
モ
ン
や
器
な
ど

の
力
作
や
繊
細
な
鉛
筆
画
、

愛
隣
倶
楽
部
の
利
用
者
の
方

が
、
車
椅
子
の
目
線
で
手
に

カ
メ
ラ
を
固
定
し
て
撮
っ
た

写
真
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

愛
隣
館
入
居
者
の
方
や
利

用
者
の
方
も
、
展
示
会
を
見

学
。
酒
蔵
の
風
情
を
楽
し
み

自
分
の
作
品
や
仲
間
の
作
品

を
見
付
け
て
は
、
嬉
し
そ
う

に
観
賞
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。 九

月
二
十
八
日
（
金
）
、
仲
秋
の
名
月
よ
り
ひ
と
足
早
く
、
愛
隣
館
食
堂

に
於
い
て
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
月
見
の
宴
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

入
居
者
、
利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
が
多
数
参
加
。
三
浦
牧
子
名
誉
理

事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
愛
隣
館
入
居
者
築
地
新
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
お

茶
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

事
前
に
応
募
の
あ
っ
た
、
月
の
部
・
雑
詠
の
部
の
俳
句
と
短
歌
（
総
数

九
十
一
首
）
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。（
入
選
句
・
歌
は
、
七
頁
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
） 

会
も
和
や
か
に
進
み
、
「
職

員
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」
と
称
し
、

各
部
署
の
代
表
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
三
菱
総
研
高
森

賞
、
熊
日
新
聞
社
岩
下
賞
、
理

事
長
賞
・
館
長
賞
、
各
部
門
の

入
選
句
、
歌
の
発
表
と
表
彰
が

あ
り
、
理
事
長
賞
、
館
長
賞
、

各
句
・
歌
の
一
席
に
は
、
胸
に

く
ま
モ
ン
の
ワ
ッ
ペ
ン
の
付

い
た
震
災
継
続
オ
リ
ジ
ナ
ル

ベ
ス
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 
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ケ
ア
課 

米
崎 

み
ど
り 

 

 

七
月
よ
り
、
愛
隣
館
で
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
米
崎
み

ど
り
で
す
。 

介
護
職
は
初
め
て
で
、
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
な
事
も
多
く
、

失
敗
の
連
続
で
毎
日
あ
た
ふ
た
し
て
い
る
私
で
す
が
、
先
輩

職
員
の
方
々
に
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
勉
強
の
毎
日
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か

り
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

 

ケ
ア
課 

石
貫 

栄
嗣  

 

 

配
属
が
一
号
館
と
な
り
、
二
名
の
利
用
者
の
担
当
に
な
り

ま
し
た
。 

 

担
当
に
な
る
事
で
利
用
者
個
人
の
事
を
深
く
知
っ
て
い

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
を
ど
う
や
っ
て
過
ご
さ
れ
て

い
る
の
か
、
欲
し
い
物
、
興
味
が
あ
る
こ
と
…
等
。
よ
り
過

ご
し
易
く
、
よ
り
楽
し
く
日
々
を
過
ご
し
て
頂
け
る
様
、
担

当
と
し
て
職
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
失
敗
も
多
く
、
先
輩

方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
な
が
ら
な
ん
と
か
や
っ
て
い
る

状
態
で
す
。 

 

最
近
の
出
来
事
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
福
岡
一
泊

旅
行
で
、
利
用
者
と
野
球
観
戦
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
私
自

身
、
球
場
で
の
観
戦
は
初
め
て
で
、
利
用
者
よ
り
も
私
の
ほ

う
が
楽
し
ん
で
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
共
に
楽
し
む
事
が

出
来
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

デ
イ
ケ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
講
師 

友
枝 

正
海 

  

デ
イ
ケ
ア
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」
は
、
毎
週
月
曜
日
に
開
講

し
て
い
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
で
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
受
講
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
「
や
り
た
い
こ
と
」
に
主
眼
を
置
き
、
皆
さ

ん
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
タ
ー
ン
は
違
っ
て
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、

入
力
方
法
は
自
由
、

初
心
者
の
方
は
、

比
較
的
簡
単
な
文

書
作
成
か
ら
始
め
、

技
術
が
ア
ッ
プ
す

る
に
つ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
な
ど
に
入
り
ま

す
。 ゲ

ー
ム
や
音
楽

を
楽
し
む
方
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
、
自
叙
伝
・
エ
ッ
セ
イ

集
・
画
集
・
料
理
本
な
ど
を
作
成
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
夏
に
は
、
暑
中
見
舞
い
は
が
き
、
年
末
が
近
く
な
る

と
、
年
賀
状
の
作
成
も
行
い
ま
す
。 

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
そ
の
他
の
文
書
な
ど
の
作
成
も
、
お

手
伝
い
し
ま
す
。 

み
ん
な
で
「
パ
ソ
コ
ン
ラ
イ
フ
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 

 

 

デ
イ
ケ
ア
利
用
者 

高
根 

英
子 

長
女 

高
根 

久
美
子 

「
高
根
家
の
朝
模
様
」 

突
然
、
デ
イ
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
森
川
さ
ん
よ
り
「
書
い
て

下
さ
い
」
と
頼
ま
れ
、
え
ッ
！
は
ぁ
?!
親
子
二
人
、
皆
様

に
お
話
出
来
る
よ
う
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
何
も
無
く
、
ど
う
し

ま
し
ょ
…
。 

考
え
た
結
果
、
高
根
家
の
朝
の
様
子
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
書

く
事
に
し
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
普
通
の
朝
な
ん
で
す
け
ど

も
。
毎
朝
「
お
は
よ
う
」
の
挨
拶
を
交
わ
し
、
互
い
に
出
来

る
仕
事
を
、
言
葉
を
交
わ
す
事
な
く
黙
々
と
こ
な
す
。
母
は

台
所
で
、
お
茶
の
準
備
、
私
は
神
棚
、
玄
関
の
掃
除
、
一
通

り
の
事
を
終
え
、
私
は
新
聞
を
読
み
始
め
る
。
す
る
と
母
が

、
お
茶
を
そ
っ
と
置
い
て
く
れ
る
。
が
、
何
故
か
い
つ
も
新

聞
の
上
へ
置
く
。
「
わ
ざ
と
か
ょ
ー
」
っ
と
思
い
つ
つ
「
あ

り
が
と
う
」
と
一
言
。
あ
・
う
ん
の
呼
吸
が
あ
る
よ
う
で
、

若
干
の
ズ
レ
も
あ
る
。
ま
る
で
長
年
連
れ
添
っ
た
老
夫
婦
の

よ
う
…
。 

そ
ん
な
我
が
家
の
朝
模
様
で
し
た
。 

家
族
の
声
⑤ 

外
部
講
師
を
迎
え
て
④ 

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
愛
隣
館
④ 

  

新
人
職
員
紹
介 

え
い
じ 
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 理

事
長
賞 

 
送
迎
の 

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に 

映
る
顔 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
目
を
輝
か
せ 

笑
顔
あ
ふ
る
る 

吉
田 

裕
子 

館
長
賞 

 金
木
犀 

香
を
ま
と
い
て 

君
が
来
る 岩

下 

力 

熊
日
新
聞
社
・
岩
下
賞 

 
 

 

こ
の
月
で 

我
四
十
に
入
る 

二
年
前 

 
田
中 

鉄
也 

熊
日
新
聞
社
・
岩
下
賞 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

い
つ
も
笑
顔
で 

あ
り
が
と
う 

大
坂 

恭
子 

三
菱
総
研
・
高
森
賞 

初
盆
に 

月
見
て
昔 

偲
ぶ
夜 

姉
妹
と
灯
篭
娘 

里
帰
り 

 

松
尾 

隆
一 

三
菱
総
研
・
高
森
賞 

 

一
枚
の 

写
真
に
並
ぶ 

笑
み
ま
で
の 

 
 

 

来
た
道
た
ど
り 

支
え
人
想
う 

流 

花 

 

短
歌 

月
の
部 

一
席 

通
う
道 

浮
か
ん
だ
月
に 

手
を
合
わ
せ 

今
夜
も
無
事
に
と 

エ
プ
ロ
ン
締
め
る 

高
野
ま
ゆ
み 

 
 

 
 

ニ
席 

の
ん
び
り
と 

お
月
見
出
来
る 

虫
の
声 

 
 

 
 

 
 

 

静
か
に
聞
け
る 

平
和
っ
て
い
い
な 

伊
豆
永
つ
る
代 

 
 

 
 

 

 

三
席 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん 

い
つ
も
笑
顔
で 

あ
り
が
と
う 

お
月
さ
ま
か
ら 

そ
っ
と
伝
え
て 

 
 

 
 

大
坂 

恭
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

短
歌 

雑
詠
の
部 

 

一
席 

朝
露
に 

緑
の
カ
ー
テ
ン 

光
り
お
り 

 

 
 

 
 

 
 

 

パ
ン
の
匂
い
が 

満
つ
る
食
卓 

山
口 

博
美 

 
 

 
 

 
 

 

ニ
席 

真
夏
日
の 

夕
日
と
共
に 

散
歩
す
る 

 
 

 
 

 
 

 

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
の 

涼
し
さ
や 

原 

照
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
席 

愛
隣
の 

仲
間
と
な
り
て 

二
十
年 

 
 

 
 

 
 

 

よ
ろ
こ
び
悲
し
み 

想
い
出
あ
ふ
る
る 

山
口
さ
と
み  

 
 

 
 

 

俳
句 

月
の
部 

 

一
席 

月
見
上
げ 

明
日
も
頑
張
る 

母
と
し
て 

河
村 

智
美 

 
 

 
 

 
 

 

二
席 

お
月
さ
ま 

ゆ
び
で
ク
ル
ク
ル 

 パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト 

 

坂
田 

照
美 

三
席 

満
月
よ 

あ
な
た
ど
う
し
て 

照
ら
さ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

小
川
ハ
ツ
子 

 

俳
句 

雑
詠
の
部 

一
席  

一
個
だ
け 

実
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ 

味
噌
汁
に 

友
枝 

正
海 

ニ
席 

ち
ぎ
り
絵
に 

想
い
を
よ
せ
て 

花
桔
梗 

吉
本
や
す
代 

三
席 

鈴
虫
に 

誘
わ
れ
進
む 

車
椅
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

清
島 

千
春 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

十
月
三
十
一
日
（
水
）
～
十
一
月
一
日
（
木
）
の
両
日
、

入
居
者
四
名
、
職
員
四
名
、
の
計
八
名
で
、
鹿
児
島
一
泊
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、

愛
隣
館
を
出

発
し
て
、
九
州

自
動
車
道
を

南
下
し
、
「
い

お
ワ
ー
ル
ド

か
ご
し
ま
水

族
館
」
で
昼
食

を
と
り
、
夕
方

ま
で
ゆ
っ
く

り
と
し
た
工

程
で
、
水
族
館

見
学
を
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 

ホ
テ
ル
で
の
夕
食
で
は
、
黒
豚
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
カ
ニ

月
見
の
宴
入
選
作
品 

本
館
鹿
児
島
一
泊
旅
行 
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師
走
に
入
り
早
い
も
の
で
、
今
年
も
、
残
す
と
こ
ろ

後
わ
ず
か
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
広
報
チ
ー
ム
「
キ
ャ
リ
ー

ピ
ジ
ョ
ン
」
も
二
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
広
報
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
始
ま
っ
た
「
あ
い
め
ー
る
」
も
回
数
を
重
ね
る
事

に
、
各
ス
タ
ッ
フ
の
仕
事
も
板
に
つ
き
、
以
前
に
比
べ

る
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
季
刊
紙
の
完
成
度
が
増
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
年
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
継
続
支
援
テ
ィ
ー
シ
ャ
ツ
事
業
に
始
ま
り
、
熊
本

日
日
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
た
事
、
そ
ん
な
出
来
事
の
中

で
も
大
き
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
全
国
の
教
材

と
し
て
使
わ
れ
る
『
介
護
職
員
初
任
者
研
修
テ
キ
ス
ト

(

仮)

』
に
全
国
で
見
本
と
な
る
施
設
と
し
て
、
愛
隣
館

が
選
ば
れ
、
広
報
チ
ー
ム
も
撮
影
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
利
用
者
、
当
事
者
の
目
線
で
、
見
易

い
、
分
か
り
や
す
い
季
刊
紙
を
皆
様
に
紹
介
で
き
る
様

に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
食
べ
放
題
の
二
本
立
て
と
、
超
豪
華
デ
ィ
ナ
ー
を
堪
能
し

ま
し
た
。

二
日
目
の
、
鹿
児
島
市
平
川
動
物
園
で
は
、
滅
多
に
見
ら

れ
な
い
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
や
コ
ア
ラ
も
見
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
昼
食
を
と
っ
た
後
、
お
土
産
を
選
ん
で
、
購
入
す

る
事
も
、
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

参
加
者
か
ら
は
「
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
食
べ
た
！
」「
来
年
も
、

行
先
は
決
ま
っ
て
な
い
け
ど
、
ま
た
行
き
た
い
」
「
お
土
産

を
買
う
の
が
楽
し
み
」
等
々
、
一
泊
旅
行
を
本
当
に
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
る
事
が
伺
え
ま
し
た
。

ぴ
あ
ぴ
あ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

                  
      

渕
上

裕
子

私
と
ぴ
あ
ぴ
あ
と
の
出
会
い
は
、
五
年
前
、
知
人
の
紹
介

で
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
一
緒
に
門
を
叩
き
利

用
を
決
め
ま
し
た
。

人
が
溢
れ
か
え
り
、
笑
い
声
と
人
の
出
入
り
が
有
り
活
気

が
あ
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
教
室
や
絵
手
紙
教
室
、
ま
た
編

み
物
教
室
と
多
彩
な
事
を
学
び
、
外
に
出
る
事
の
大
切
さ
を

知
り
ま
し

た
。障

害

を

持
つ
者
と

し
て
ぴ
あ

ぴ
あ
と

出

会
い
、
ぴ
あ

ぴ
あ
の

場

所
も
一
階
か
ら
三
階
に
移
動
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
出
来
た

事
や
日
帰
り
旅
行
な
ど
を
楽
し
ん
だ
こ
と
。

そ
ん
な
私
が
今
は
ぴ
あ
ぴ
あ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る

ま
で
元
気
に
な
っ
た
こ
と
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
始
め
、

仲
間
に
感
謝
し
て
過
ご
す
毎
日
で
あ
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ
で
す
。

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
り
、
擁
護
者
に
必
要
な
支

援
を
行
う
た
め
に
、
平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら

『
障
害
者
虐
待
防
止
法
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

施
行
に
伴
い
、
愛
隣
館
で
も
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、
各

号
館
や
地
域
福
祉
部
の
各
事
業
所
に
掲
示
し
、
虐
待
防

止
や
早
期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
は
、
愛
隣
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ジ
「
あ
い
り
ん
の

風
」
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

編
集
後
記

ぴ
あ
ぴ
あ
と
私

お
知
ら
せ

あ
い
め
ー
る
は
、
愛
隣
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
検
索
名
は
「
あ
い
り
ん
の
風
」
で
す
。


